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どうする？巨大地震による災害廃棄物 

～津島市防災講演会「南海トラフ巨大地震に備える」を開催～ 

名古屋大学減災連携研究センターとの連携事業 

 

過去の震災において、災害廃棄物に関する問題や課題が指摘されています。阪神淡路

大震災では約 2,000 万トン、東日本大震災では約 3,100 万トンという多量の災害廃棄物

が発生しました。 

この地域で今後発生が予想される南海トラフ巨大地震に備えるため、津島市防災講演

会を開催し、減災研究のスペシャリストである名古屋大学減災連携研究センターの平山

先生をお招きして、講演いただきます。 

 

１ 日時 

 令和５年２月 11日（土・祝） 午前 10時～正午 

２ 場所 

津島市生涯学習センター１階 小ホール（津島市莪原町椋木５番地） 

３ 講演内容 

(1) 防災功労者表彰 

  各小学校区自主防災組織の方から選出 

(2) 講演①「南海トラフ地震臨時情報について考える」 

  津島市役所危機管理課職員 

(3) 講演②「災害廃棄物処理について」 

名古屋大学減災連携研究センター 准教授 平山 修久 氏 

４ 申込方法 

  前日までに電話で津島市危機管理課へ 

 

 

令和５年１月31日（火） 

津島市市長公室危機管理課（角田・越宮) 

電話番号 0567-55-9594（ダイヤルイン) 

 


